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患者データ
 年󩽢:  65歳
 性󥈥:  󧔷性
 󨺫󩕷:  1.81 m

󦗢往歴 / 󨨺󦖭
65歳の󨂥󦺀󧔷性は心不全を患っていて薬で󦲻󧙂をしている。冠動󨄈心󧖾患から来る心筋梗󥡞の󧵐󦞜心不全が󨵷
きた。31.40 kg/㎡のBMIは󨂥󦺀レンジに属し、危󩙺󥛠子と󨩕価されている。日常󦤜査の中で患者の体󨪿の󦛴な
る情󥠱を得るために体󧵄成測󥮚が行われた。

測󥮚󧵐󦞜の󥛳 
体脂󨂪量
体脂󨂪量を󨦋ると25.90 kgで󧷏体重の25.00 ％であり、
正常範囲内である。

• 体脂󨂪量 (FM): 25.90 kg
• 体脂󨂪󧎇 (FM %): 25.00 %
• 体脂󨂪量指󦕰 (FMI): 7.91 kg/m²

体󧵄成チャート
体󧵄成チャートを󨦋ればBMIの󥉲に󤽎い体脂󨂪量の
󧐆由がわかる。󩙤脂󨂪量が増えて測󥮚ポイントが
正常範囲󥤖にある。普󩀚この場合は筋肉量の増加
と󨦋る。
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ケースレポート: 心不全
󥌻󧙂分野: 心󨇓󧗅学

󦜀󥈝の体重:  102.85 kg
󦜀󥈝のBMI:   31.40 kg/m²

mBCA



生体電気インピーダンスベクトル󨧣析
一󦖹、生体電気インピーダンスベクトル󨧣析によ
り󩙤脂󨂪量増加の󦛴なる情󥠱を得ることができる:
筋肉量が󨦁󥛠ではなく水分󨲯󧕙の増加が󥎟󥛠である。
これは測󥮚ポイントが󧴰󨃞量が󥤚い󩠘󥟟にないこ
とでわかる。よって水分󨲯󧕙を伴う心不全の󧢺󧎇が
󩫘いという󨇨󥺊󥃏が󧢺󨪍できる。

フェーズアングル
これはフェーズアングルによっても󦜀󧵂的に󧢺󨪍
された。筋肉量が󥤚く体脂󨂪量が󥰑ないほど
フェーズアングルが大きくなる。一󦖹浮腫は小
さいフェーズアングルになる。

• フェーズアングル φ: 4.1°

まとめ
重󥺦の󩁎体重は心不全によってもたらされた󧴰󨃞󥤖水分の水分󨲯󧕙に󨵷󥛠する。利󥰿󥉤による󦲻󧙂により水
分󨲯󧕙が減らされる。その󩁎󧨋は seca mBCA を󤽿ってモニターできる。

患者は体脂󨂪量の増加ではなく心不全の󧵐󦞜、減らす必󨦁がある󧴰󨃞󥤖水分の󨲯󧕙により󩝞常に󩫘いBMI
󥀤を󧤺している。
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seca mBCAの󨣽󥓁情󥠱はこち
らのスキャンコードか󧛴󦎥こち
らへ：mbca.seca.com
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